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例会               例会                          休会      クリスマス例会        休会       

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（111111 月月月 222999 日日日）））   

橋濱智美 会員 

「がん予防 新・12 カ条 ⑧適切な体重管理」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111222 月月月 666 日日日）））   

東広島市社会福祉協議会豊栄支所 村上 様 

第１０９４回 ２０１７年１１月１５日 例会記録 

点  鐘 佐々木副会長 

国歌斉唱  ロータリーソング「四つのテスト」 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(11/15) 

27 

1 

23 

 

1 3 

 

88.89 

 

メイク 灰谷 

前々回 

(10/29) 

27 

1 

9 

 

11 6 

1 

76.92 

メイク 灰谷・伊藤保・伊藤佳子・重森・武野

谷本佳弘・鶴田幸彦・楠部・藤川 

堀内・三好 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副 会 長 時 間 

本日は、広島県健康福

祉局こども家庭課 課長 

徳光重雄様、お忙しいと

ころ、ようこそお越し下

さいました。本日の卓話

楽しみにしております。

後ほどよろしくお願いし

ます。 

私は、歯科医をしており、学校歯科検診にて、子供

の口の中を見る機会があります。一昔前と比べ、子供

の口の中は虫歯が少なくなっています。これには、私

は、学校関係者、歯科医による歯科予防教育が進んだ

事と、砂糖が、身の周りから減ったこと、歯磨剤にフ

ッ素が含まれ始めた事などが原因であろうと感じてい

ます。この 4月から歯磨剤に含まれるフッ素も、上限

が 1000ppmから 1500ppmへ上がり、ますます、虫歯は

少なくなるでしょう。お口の疾患は生活習慣と大きく

関係しています。気をつけて、しっかりお手入れして

下さい。 

 子供の口の中をみると、稀にすごく虫歯が多い生徒

がいます。永久歯が大変です。検診後、養護教諭の先 

生に、ネグレクトの心配がない

か、確かめることがありますし、

学校と、年に数回話す事がありま

す。最近は、この様な時代になっ

ており、今日の学んだことを明日 

からの、奉仕活動に役立てたいと

思っています。 



12月 23日に年次総会を開催する予定になっており

ますが、クラブ細則で年次総会の１ヶ月前に年次総

会の議長（会長）は、次年度役員候補者の使命を求め

ることとなっております。候補者選定には２つの方

法があり、若干の元会長と理事、役員で構成する指

名委員会で推薦する方法と、出席者全員で推薦した

方に承諾を得る方法があります。例年は、指名委員

会で推薦する方法で行っておりますが、今年度も同

じ様に指名委員会で推薦する方法とさせていただい

てもよろしいでしょうか。（全員一致の拍手で承認） 

理事会が指名委員会になりますので、12月の理事会

で上程の承認を受け、年次総会にて皆さんのご審議

を賜りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致

します。 

 

幹 事 報 告 

《配 布 物》ロータリーの友1・ガバナー月信 

週報1093号・卓話資料 

《回  覧》第５回広島空港ＲＣゴルフコンペ組合せ

ハイライト米山 vol 212 

      地区米山学友会賛助会員入会のお願い 

            瀬戸内三原築城４５０年事業クロージ

ングセレモニーお礼状 

      2018年国際ロータリー年次大会（トロン

ト）のご案内 

《お知らせ》本日例会終了後、定例理事会を開催いた

します。 

 

卓 話 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

広島県健康福祉局こども家庭課 

課長 徳光重雄 様 

        

「子供たちを取り巻く諸課題 

    ～児童虐待と子供の貧困について～」 

 

皆さんこんにちは。広島県健康福祉局こども家庭課

長の徳光重雄と申します。今月が児童虐待防止推進月

間となっており、このような機会に児童虐待、子供の

貧困ということについてお話をさせていただく機会

をいただきありがとうございました。 

 

 

児童虐待の現状と対応について 

県内における社会的養護の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の児童相談所における児童虐待対応件数（推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待の種類（法律上の定義） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待の特徴（早期発見の難しさ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童虐待の発生要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待の子どもへの影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待による死亡事例等の検証結果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待相談の状況（県全体） 

(1)相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)虐待相談の相談種別（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)-1 虐待相談の相談種別件数（年次推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)年齢区分別・相談種別件数（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)児童虐待で虐待者とされている者（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (5)虐待相談の経路（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待相談の特徴（主な増加要因） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)虐待相談の処理状況（平成 28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要保護・支援の程度と基本的な担当領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待への対応の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待への対応① 

～皆さんへのお願い～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童虐待への対応② 

～対応時の留意点と難しさ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の貧困の現状と対応について 

子供の貧困について 

 

 

 

 

 

 

貧困と相対的貧困 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対的貧困率とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対的貧困率の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困線の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

貧困率について（国民生活基礎調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困の特徴 

 

 

 

 

貧困の特徴① 

経済的困窮は、生活の様々な面に問題を生じさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困の特徴② 

親の貧困が子供に連鎖する 

 

 

 

 

 

 

子供の進学率について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困の特徴③ 

意識して見ようとしなければ見えない 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の貧困の“現われ方” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広島県子供の生活に関する実態調査」の実施 

（平成 29年 7月～8月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の貧困対策の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待をしてしまう親御さん、虐待を受けた子供、貧

困家庭の子供がどのように感じながら生きているのか

という事を、少しでも感じていただきまして、今以上

に皆様方に子供や子育て家庭に優しい眼差し、声掛け

をしていただければという事で、拙い内容でございま

したがご説明をさせていただきました。 

ご清聴いただき、ありがとうございました。 


